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先日「リメンバーミー」という映画

を観ました。皆さんはご覧になりまし
たか？物語は舞台であるメキシコの祝
日の一つである「死者の日」にまつわ
るものでした。この映画のテーマは本
当の人の死って何だろうということを
通して人は人とともに生きているのだ
ということだと思いました。 
物語の舞台のひとつは「死者の国」。

そこは死んだ人たちが「完全に忘れ去
られるまで」生きている場所。完全に
忘れ去られた時、死者の国にいられな
くなり完全に死んでしまいます。です
が、そこに生きる忘れ去られていない
人たちは実に活き活きと生きています。
人は繋がりを生きている間は活き活き
と生きられるものなのでしょう。 
さて、果たして自分はどうだろう

か？大事な人のことを見失ってはいな
いだろうか。今隣にいる人のことすら
覚えていない自分がいる。どんな表情
だっただろう？見ていても見えていな
い事が多々あります。それは忘れ去ら
れることと同義かも知れない。 
あと一月もするとお盆がやってくる。

この映画の死者の日のようなお盆。真
宗的には死者の日ではありませんが、
亡き人を通して迷っている私に気付く
大切な日にしたいものです。 
 
 

盂蘭盆会のご案内 
 

8月13～15日 
午前10時～正午まで 

法要と法話 
※15日は全戦没者追弔法要兼 

 
例年13日が大変混み合いますが、ご都
合の良い日に是非お参り下さい。 
 

彼岸会のご案内 
 

9月23日 
午前10時～正午まで 

法要と法話 
仏教讃歌ミニコンサート 

 
 

お内仏のお荘厳 
お盆編・お彼岸編 

 
お内仏（お仏壇）のお荘厳（お飾り）

を整えてお迎えしましょう。 
 
□チェックシート的に使ってください 
 
□①三具足（燭台、香炉、花瓶） 
□②お仏供 
□③お華瓶（樒）※あれば 
※ここまでは平生も整えます 
※打敷は平生には用いません。 

□④打敷 
□⑤朱蝋 
□⑥焼香 
□⑦お華束 
□⑧切り籠（盆灯籠）※お盆のみ 

その人を憶いて 我は生き、 

その人を忘れて我は迷う 

金子大榮師  詩 「その人 親鸞」より 



得度受式のご報告 
 

 3年連続でお得度のご報告となりま
した。次女が満９歳を迎え５月６日に
得度式を受式、皆満寺に籍を置く最年
少の僧侶になりました。 
 大谷派では親鸞聖人のお得度の年齢
に倣って満9歳（聖人は数えの9歳で
すが）から男女問わずお得度が出来ま
す。 
 昨年の長男得度の時に発した「私も
お数珠が欲しい」の一言がきっかけと
なった得度式。「来年必ず得度すること」
を条件にお数珠を手に入れた娘はその
約束を何とか果たしてくれました。 
当日は昨年のご病気以来公務をお控

え気味であったご門首による剃頭を受
け、そして５０名ほどの受式者を代表
して法名を受け取るというまさかのサ
プライズつき。これは恐らく娘より僕
の心にしっかりと刻まれたであろう場
面でしたが、娘にも覚えていて欲しい
ことだと思いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 お得度は僧侶となる儀式ですが、真
宗門徒として法名を名告る儀式「帰敬
式」の受式はどなたでも可能です。お
得度では男性は剃髪が必須ですが、帰
敬式には儀式としての剃頭の儀はあり
ますが実際には剃髪はしません。法名
は亡くなってからいただく名前ではな
く本来は生きる上で仏教徒として名告
る名前です。 

仏事メモ（５） 
三具足 

 
 仏前のお荘厳の基本形として用いら
れる仏具である燭台、香炉、花瓶の３
点セットのことを三具足といいます。
この三具足のお荘厳は仏教伝来の頃か
らの伝統とされたものです。 
真宗における作法は公家のお座敷

（書院）の床の間から派生したと言わ
れており、ご本尊をお掛けし、その前
に押し板という置き台、若しくは卓を
設けて三具足で荘厳することから始ま
ったと言われています。そのことは書
斎であった書院で用いられていた机の
証しである筆返しが載せる卓に残って
いることからそのことが偲ばれます。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
中央に香炉、左手に花瓶、右手に燭

台を配置します。香炉は三本足のもの
は一本を正面に。花瓶は紋付きのもの
は藤を内側に。燭台は鶴亀型は内向き
に置き、鶴が咥えている蓮軸は実を正
面に配置します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

まめ知識 

実が正面 

亀の尾は手前 

脚は１本を手前に 

藤が内側 



本山収骨団参のご案内 
 

10月22日（火） 
本山収骨と祖廟納骨 

 
午前７時半発 

参加費用 ８，０００円（税込み） 
別途、収骨・納骨志が必要です。 

定員 ４０名 
申込期限 １０月４日（金） 

※定員になり次第、締め切ります 
 
バスで行くご本山と、大谷祖廟（親

鸞聖人墓所）への収骨団体参拝です。
大谷祖廟では参拝だけでなく、お納骨
も可能です。 
御収骨・お納骨をご検討中で見てみ

たいという方、既にお済ませの方で参
拝をご希望の方、現地集合・解散した
いという方もご参加いただけますので、
ご検討下さい。 
ご希望の方は同封の用紙へご記入の上、
お寺までお持ち下さい。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 ご本山・祖廟への納骨参拝のバスを
出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

坊守（おくり）さん通信 
 

今年はもう少し夏休みにお寺を子

供達に開けられたらよいと思い、正

信偈の練習会と宿題会を開催するこ

とにしました。 

みんなで夏休みの友やポスター、

習字をやれば楽しく宿題がこなせる

のではないでしょうか。もちろん思

うように進むとは思っていません。

みんなが楽しく過ごしながら少しで

も宿題を進めてくれたらなと思いま

す。 

宿題会の初めには必ずお勤めをし

ます。せっかくお寺に来てくれたの

で少しでも教えに触れてもらえたら

嬉しいです。 

夏休み後半にはサマースクールが

あります。サマースクールは知多半

島にある３０ヵ寺の真宗大谷派の寺

院が力を合わせて開催している伝統

行事で今年は東別院で開催します。

テーマは「聞くことの大切さ～違い

を知り繋がりを知る～」です。初日

は東別院ウォークラリー、夜のお寺

探検、2日目はスケート等が企画され

ています。 

お子様やお孫さんの参加をお待ち

しております。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

真宗本廟（御本山）収骨について 
 
事前の手続きが必要です。 
相続講志は一体１２万円です。 
収骨できるご遺骨の量には制限が
ございますが個別でのお預かりと
なります。 

 
大谷祖廟納骨について 

 
当日現地でのお手続きです。 
納骨志は一体２万円以上です。 
ご遺骨の量に制限はございません
が、親鸞聖人廟所への合葬です。 
 
※詳細はお寺までお問い合わせ下さい。 



 
 
 

お寺での催し 
 

～さんかの会～ 
仏教讃歌の会 

毎月第２，第４金曜日 

午後1時半から4時頃まで 

 
～皆画の会～ 

絵と仏語、折り紙の会 
毎月第１金曜日（第３又は第5に変更の場合有り） 

午後1時半から4時頃まで 
 

会費：1回100円（おかし代） 
どなた様もお気軽にご参加下さい 

 
満たんヨガ 
毎月最終月曜日 

午後7時半から9時まで 

呼吸を整えからだと心をほぐすヨガ 
 

講師 新美成果さん 
参加費1，000円（高校生以上） 

※中学生以下のお子さま一人は無料 
二人以上1,000円（何人でも） 

但し保護者同伴のこと 
 

夏の子ども会 
 

サマー寺子屋 
親子そば打ち 

7月20日（土）9時半〜 

参加費1人500円 

 
夏休み宿題会 

お勤めのお稽古、宿題会 

7月22日（月）〜26日(金) 

9時〜12時 

参加費1人1000円 

対象 小1〜小6 

名古屋教区第2組の催し 

サマースクールin東別院 

テーマ「聞くことの大切さ 違いを知り繋がりを知る」 

8月19日（月）、20日（火） 

会場 真宗大谷派名古屋別院 

参加費5000円（寝袋あり4000円） 

対象 小3〜中3 

※お寺までお問い合わせ下さい 
 
【後書き】 
▽お寺へ集まろうプロジェクト 武豊
在住の 20 代の若者たちがお寺と地域
を盛り上げようとプロジェクトを立ち
上げました。「お寺って良いところだな
あ」って感じてもらいたい。人と人が
繋がっていく場になっていって欲しい。
そしてそのことが地域の未来に繋がっ
ていくことを願ったプロジェクトです。
第一段階として皆満寺と蓮華院さまを
会場とした寺フェスを来年 4月に開催
を目指しています。これまで皆満寺と
蓮華院様ではそれぞれ協賛のイベント
をやってきたので、先ずは皆さまにこ
のプロジェクトを知っていただいて、
ご賛同いただける方にはご支援を願い
たいと考えました。同封させていただ
きましたリーフレットをご一読願えれ
ばと思います。 
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